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〜 600 人に 1 人の割合で出生する最も多い先天
異常の一つであり、哺乳障害、咀嚼障害、嚥下
障害、耳鼻科的問題、構音障害、歯列異常、不
正咬合、顔面の審美性の問題等が生じる （古郷 , 







安も大きい （新田 , 藤原 , 石井 , 2012; 坂梨 , 大
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要  旨


















・参加者は初回の 7 月が 92 名、8 月からは毎回



















































— 15 —— 14 —
武庫川女子大学看護学ジャーナル  Vol.03（2018） 小学校低学年の口唇裂・口蓋裂児の疾患に関連した否定的な体験に対する母親の認識
かやからかいが発生し、ときにはそれがいじめ
へと発展する。いじめ防止対策推進法 （文部科

































































第 3 学年まで、小学校高学年を小学校第 4 学年
から第 6 学年まで、学童期を小学校第 1 学年か
ら第 6 学年まで、青年期を中学校第 1 学年から
22、23 歳まで、成人期を 23、24 歳から 40 歳















20 名のうち、研究参加の同意が得られた母親 15 名
3．調査期間

































































ID 年齢 学年 性別 裂型 合併症
A 30歳代 1 女 口唇口蓋裂 なし 24分
B 30歳代 3 男 口唇口蓋裂 なし 34分
C 30歳代 2 男 口唇顎裂 アトピー性皮膚炎 43分
D 40歳代 2 男 口唇口蓋裂 大動脈弁狭窄症 39分
E 30歳代 2 女 口唇口蓋裂 なし 25分
F 40歳代 3 女 口唇顎裂 なし 39分
G 40歳代 3 男 口唇口蓋裂 なし 36分
H 40歳代 3 女 口唇口蓋裂 なし 36分
I 40歳代 3 女 口唇顎裂 なし 47分
J 30歳代 3 男 口唇口蓋裂 なし 63分
K 30歳代 2 男 口唇口蓋裂 なし 31分












齢は平均 39.50 （SD=4.10） 歳で、就業状況は就
業中 6 名、休業中 1 名、専業主婦 5 名であった。
口唇裂・口蓋裂児の年齢は平均 8.3 （SD=0.78） 
歳、性別は男児 6 名、女児 6 名、裂型は口唇顎



























































































































































































































（東ら , 2010; 石井 , 内山 , 2014; 松本 , 2006）。
村井 （2010） が 17 名の患者と 29 名の保護者に
対して行った調査によると、約 3 割の患者と保
護者が他の人から嫌なことを言われたことがあ
り、前回の調査 （村井 , 1991） よりも増加してい
たと報告されている。国外では Turner , Thomas, 






























































































































によりばらつきがあり （佐戸ら , 2001; 北尾ら , 



































とが報告されており （新田ら , 2012; 佐藤ら , 
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Patient's Emotional Experiences in the ICU





















現実体験をした患者（福田 , 井上 , 佐々木 , 茂
呂 ,2013）や人工呼吸器を装着した患者（高島
-研 究 報 告-
ICU における患者の情緒的体験
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